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記録：特定非営利活動法人ピースビルダーズ

講演
コスタリカは、これまであまり注目されていなかったが、最近関心が高まりつつあると感じる。

私（記録者注：足立氏 以下同じ）とコスタリカの出会いは1987年、中学校の社会科公民の授業で、憲法の学習の際に。軍隊がないということについて、コスタリカの人々はどう思っているかという新聞記事が紹介された。
そこには、「軍隊を持たないことが強い防衛力である」という見解があった。
それは、その頃の主流であった冷戦の理論―抑止論―とは異なっていた。

しかし、確かに抑止論には誤りが含まれる：俯瞰の視線からみているとわからないが、当事者の視線では恐怖が増幅し、際限なく軍拡していく。また、力の均衡がとれているようでいて、歪みの生じている周辺では代理戦争（熱い戦争）が実際に起こっていた。

普通は、はっきりそれに反する主張をすれば圧力がかかった（メキシコとコスタリカ以外は45年以降、侵攻やCIAによる内戦工作などアメリカに「つぶされた」経験を持つ）。
では、アメリカの裏庭たるコスタリカがつぶされなかったのはなぜか。

また80年代の中米といえば、ニカラグア内戦、パナマ軍事独裁など、血なまぐさい話がたまに報道されるばかり。しかし、コスタリカについては同様の話題はなかった。そのような国になぜ人は注目しなかったのだろうか。興味をそそられた。

19歳、バンクーバー留学時、旅行でコスタリカに行った。

もともとはコスタリカ大学の政治関係の教授を紹介してほしかったが、結局訪ねず、サンホセへ行った。当時日本人はめずらしかったが、人々はフレンドリーだった。

知り合った人が国会議事堂に入ったので自分も入りたくなった。何度か試み、許可を得た。そこでは、大統領秘書官がアテンドしてくれた。また、ちょうど国会審議中だったが、審議時間中に挨拶してくる議員までいた（その議員は後に大統領になる。汚職ですぐに辞職したが）。距離間の近さを感じた。
その秘書官には、30分ほどいろいろと質問をした。
その当時、（インテル進出前で）製造業はなかった。パイナップルもなかった。つまり、コーヒーとバナナと観光のみ。つまり観光が大きな柱なのに、大ホテルなし。そのことについて尋ねると、秘書官いわく「なんでもそこそこがいいのだ」とのこと。
政府高官が自分の国の経済政策をそのように（経済成長が必ずしもいいわけではない、と）語ることに驚いた。
そのような「軍隊がないから安全」「そこそこがいい」という「考え方」（文化、価値観）が気になり（国の制度だけでなく）、それを知るためには住むことが大切と思い、1999～2001まで在住した。

コスタリカでダントツでよくつかわれる言葉＝“Pura Vida”。そのまま考えれば”Pure Life”純粋・素朴な生活の意。しかし、挨拶にも、歓喜の表現にもなる。つまり間投詞になっている。

それは「深層文化」となっている（いざとなると、そういう価値観が重要であることが可視化される）。経済成長への懐疑、軍隊廃止もそこにつながっている。

（ここで、映画『軍隊を捨てた国』一部上映：人々は、軍隊を持たないことをどう評価しているのか。）
概ね肯定的。感覚的にいらないと感じている人や、内戦を経験している人など様々だが。また、民主主義・表現の自由があればもめごとは解決するから、という意見も。

ある登場人物の、「軍隊は持てる、でも持ってはいけない」という言葉が示すのは、問題が、制度ではなく、持つのか持たないのか、自分で責任として課した問題であるということ。

日本とコスタリカは似ていない。逆である。

たとえばコスタリカの平和が「米国反共軍事同盟に依存」という表現は誤り。コスタリカは集団安全保障体制は認める。しかし集団的自衛権は認めない。軍事力は使わない、派遣もしないという条件付きでリオ条約に加盟。そしてそれが、コスタリカが軍隊を持たないという法的根拠にすらなっている（外国から承認されている）。
リオ条約に入るのに、逆に非武装が国際法的に制度化される。そこがコスタリカの頭のいいところ。

なぜ軍隊をもってはならないのか。

軍隊を持つことを批判するならば、そもそも軍隊とは何なのかを知らなければならない。しかし日本では議論されていない。

軍隊は必ず政治的目的を持つ。それは法律を超え、「物理的強制力を力の根源とする」。（警察と比べるならば、警察は政治的に動いてはならない。）
また、軍隊はいざという時には人を殺さなくてはならない。（警察は人を殺してはならない：司法に送るまで。）
軍隊ではまず人間性を破壊して、メンタリティを変える。軍隊があれば、そのような人間が身近に増えることになる。
これらを考えると、軍隊の暴走について理解できる。
コスタリカの人は、周辺諸外国でそういうことがあり、身にしみてわかっている。

コスタリカが軍隊をどう捨てたのかについては、時間の都合で割愛するが、当時の諸勢力のリーダーたちにとって、その選択が国際政治の中で、落とし所としてちょうどよかった（軍がなければ諸々解決する）ということ。
軍隊がなければ、攻められるのではないかと考えられがち。しかし、軍隊があっても攻められる時は攻められる。
よって問題は、軍隊を持つか持たないかどうかではなく、政治的な目的（軍の行動の根源）の問題であり、攻める建前をどうなくすのかということ。
たとえば、コスタリカでは政権交代がしばしば起こる。それすらを宣伝の材料にして、コスタリカが民主主義の国だと諸外国に認識させる。外国は、そのような国を攻めにくい。軍隊がないことや自然環境を売りにするのも同じ。国連機関を誘致するのも、土地と建物の金はかかるが、攻撃されにくくなる。親コスタリカ外交官を育てることも。
また、コスタリカは内戦仲介などに積極的。中立であるということが国際的コンセンサスになっている。

コスタリカは、外国の紛争当事者も人間であると理解した対話路線を重視する。たとえばある大統領はまず女性を説得した。彼女たちの立場にたち、自分の子供のためという説得をし、それがやがて男たちを和平のテーブルにつかせた。その際、危なくなったら逃げてきてよいといった保障も忘れずに。

（対照的に、対話のチャンネルを閉ざしてしまった日本と北朝鮮の問題はなかなか解決しない。）
日本とコスタリカの平和に関する考え方の違い。

１．日本は否定の否定（暴力反対）。遠いところから始まる。

コスタリカは肯定から（いいものを肯定する）。近くから始まる。

２．日本は遠いところ（過去、イラク）から始まる。コスタリカは近くから始まる。

３．日本は点の発想。コスタリカは線の発想：つまり、平和の方向性がどうか。現在という点の状態だけでなく、未来に向けて生きる希望を持っているか。

このような違いは教育によるところが大きい。日本の平和教育よりも、コスタリカの平和教育は包括的。（もちろん、どちらが良いというわけではなくバランスをとることが大切ではある。）
算数の授業も、授業の行われ方が民主的であるという意味で、平和教育に含みこまれる。そのような文化の中に育てる。
一方、日本の平和教育は戦争のイメージがまず直結する。戦争のことはいわなくてはならないとしても、教える順番は重要。まずは「ご飯がおいしい」といった言葉と平和のつながりを教え、平和という言葉がいいイメージになった後で、考えさせなくてはならない。

つまり、コスタリカ人は前向きに考える。

例えば人権について前向きに考えると・・・。

（ここで、コスタリカの刑務所に関するビデオの上映。）
刑務所が、犯罪者も持っているはずの権利を教える場に。まずは人は権利を持つということを体得してもらい、自分も他人もないがしろにしないことを実践する（人権は、行使されなくてはならない）。再犯が懸念されるかもしれないが、その率は低い。

現実はそううまくいかないのではないか、とよく言われるが、それについては新著『丸腰国家』を参照されたい。

軍事産業があって戦争になるならば、平和産業があれば平和になる。

私は、自らの活動を平和産業だと思ってやっている。例えば、本を出せるということは、出版社にもそういう人がいるということ。『新しい歴史教科書』の、扶桑社の中にだっている。そういう人を応援し、扶桑社の中から変えようとしている。本が売れたら、編集者は仕事がしやすくなる。
報道など、いいものがあったら肯定して（批判のみでなく、好意的な意見を積極的に伝え）、動かしていこう。
フロアから意見
・メディアを考える会のようなものを考えている。最後の話が大いに力になった。
質疑応答

Ｑ. 模擬選挙やコスタリカ方式のことを教えて。

Ａ. 

模擬選挙：正しくは未成年者投票（17歳以下も大統領選挙時に投票する）。子供用の投票所があり、開票も大人同様。結果も当選大統領に届けられる。実際の選挙と結果が違ったりしたら、未成年者の意思が明らかになることになる。未成年者に対する政治意識調査も行う。（日本では19歳以下に選挙運動させてはならないのと対照的。）
コスタリカ方式：日本で言われているコスタリカ方式は、実際のコスタリカの選挙方式とは全く違う。日本で選挙区制が変更される際、中選挙区で現職の政治家が二人いた場合、小選挙区制になることでどちらかが比例区に回されるのが嫌がられた。そこで、選挙ごとに比例区と選挙区を交代することを編み出した。元首相の森氏（選挙制度調査委員会時にコスタリカに行った）が、それをコスタリカ方式と呼んだ。これは、腐敗を助長しかねない方法である。逆に、実際コスタリカでは、比例区のみで連続再選禁止という、腐敗防止のための制度を採用している。

座談会

（議事録省略）
